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今
回
の
症
例
で
は
入
院
前
に
通
院
に

て
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
摂
食
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
歯
科
で
の
舌
接

触
補
助
床
を
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
嚥
下

機
能
向
上
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

続
い
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

大
生
水
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
大
前
由
紀
雄

先
生
よ
り
、
本
症
例
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
①
嚥
下
機
能
の
簡
易
検
査
や
嚥
下

内
視
鏡
検
査
・
嚥
下
造
影
検
査
な
ど
の

機
能
評
価
を
外
来
で
の
通
院
ベ
ー
ス
で

実
施

第
９
回

症
例
検
討
会
報
告

②
１
回
／
週
ペ
ー
ス
で
言
語
聴
覚
士
に

よ
る
嚥
下
姿
勢
や
嚥
下
導
入
食
・
調
整

食
の
指
導
、
機
能
改
善
を
企
図
し
た
訓

練
法
を
実
施

③
外
来
に
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
で

介
護
者
と
の
関
係
が
構
築
で
き
、
さ
ら

に
、
１
回
／
週
で
在
宅
か
ら
医
療
機
関

に
移
動
す
る
機
会
が
身
体
機
能
の
向
上

に
も
寄
与

④
外
来
ベ
ー
ス
で
舌
接
触
補
助
床
を
作

製
経
口
摂
取
へ
の
準
備
を
在
宅
と
通
院

で
整
え
た
上
で
病
院
で
の
短
期
入
院
を

実
施
し
、
リ
ス
ク
管
理
、
能
力
評
価
、

教
育
指
導
を
実
践
し
確
認
す
る
こ
と

で
、
胃
瘻
か
ら
経
口
２
食
へ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
安
全
に
確
立
で
き
た
点
に
あ

る
。胃

瘻
か
ら
の
離
脱
に
は
、
医
療
従
事

者
だ
け
で
な
く
本
人
や
介
護
者
の
「
覚

悟
と
勇
気
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
、
的
確
な
機
能
評
価
と
能
力
評

価
、
リ
ス
ク
管
理
と
摂
食
法
・
食
形
態

の
習
熟
が
裏
付
け
と
な
る
。
医
学
的
な

根
拠
に
基
づ
い
て
実
践
さ
れ
る
摂
食
嚥

下
障
害
に
対
す
る
短
期
入
院
は
、
経
口

摂
取
の
導
入
と
確
立
を
目
指
し
た
教
育

入
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
導
入
す
る
こ
と

11
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
ま
で
埼
玉
県
摂
食
・
嚥

下
研
究
会
　
第
９
回
症
例
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科

医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理

栄
養
士
や
介
護
施
設
職
員
等
１
０
９
名
が
参
加
し
た
。

現
在
、
在
宅
で
栄
養
を
胃
瘻
か
ら
摂

取
さ
れ
て
い
る
方
は
多
い
が
、
経
口
摂

取
の
導
入
に
は
難
渋
す
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
誤
嚥
・
窒

息
の
リ
ス
ク
が
高
い
②
全
身
状
態
の
管

理
が
困
難
③
経
口
摂
取
に
際
し
て
の
家

族
の
不
安
、
の
３
点
が
あ
る
。

演
題
１

「
経
口
摂
取
の
導
入
を
目
指
し
た

短
期
入
院
の
試
み
」

講
師
　
大
生
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
言
語
聴
覚
士

藤
井
勇
次
郎
先
生

コメント
大前 由起雄先生

今
回
の
症
例
検
討
は
、
前
回
講
演
会

の
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の
う

ち
３
つ
の
演
題
に
つ
い
て
症
例
検
討
が

行
わ
れ
た
。

経
口
摂
取
導
入
の
た
め
、
今
回
取
り

上
げ
た
症
例
で
は
大
生
水
野
ク
リ
ニ
ッ

ク
耳
鼻
咽
喉
科
の
音
声
・
嚥
下
外
来
に

受
診
し
、
嚥
下
機
能
評
価
を
実
施
。
そ

こ
で
経
口
摂
取
可
能
と
判
断
さ
れ
、
地

域
連
携
室
を
通
じ
て
大
生
病
院
へ
経
口

摂
取
導
入
の
た
め
の
短
期
入
院
。
入
院

中
に
は
食
事
と
し
て
の
経
口
摂
取
を
実

施
し
、
食
事
形
態
や
介
助
方
法
の
家
族

指
導
を
行
い
、
数
週
間
で
自
宅
退
院
と

な
っ
た
。

入
院
期
間
を
短
縮
で
き
る
こ
と
は
御

本
人
・
御
家
族
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

ま
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
も
望
ま
し

い
入
院
形
態
と
な
る
。
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で
、
情
報
が
共
有
で
き
入
院
の
目
的
と

経
過
が
明
ら
か
に
な
り
、
入
院
に
伴
う

煩
雑
な
事
務
的
な
処
理
を
軽
減
で
き
る

効
果
も
期
待
で
き
る
。

今
回
の
藤
井
先
生
の
症
例
呈
示
は
、

演
題
３

①
「
嚥
下
圧
（
口
腔
内
圧
）
の

低
下
し
て
い
る
方
の
訓
練
に
つ
い
て
」
　

②
「
茨
城
県
で
行
わ
れ
て
い
る
多
職
種
連
携
」

講
師
　
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科
　
言
語
聴
覚
士

磯
野
　
敦
先
生

演
題
２
「
特
別
支
援
学
校
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

ー
食
事
支
援
の
対
応
と
課
題
ー
」

講
師
　
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

言
語
聴
覚
士

吉
浦
詠
子
先
生

同
時
に
、
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
き
っ
か
け
の
一
つ
で
も
あ
る
。
お

子
さ
ん
方
が
、
安
全
に
、
よ
り
豊
か
な

食
事
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
も
よ
り
良
い
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

こ
の
こ
と
に
対
す
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団

埼
玉
県
立
嵐
山
郷
　
医
療
部
医
幹
　
内

田
淳
先
生
よ
り
「
私
は
埼
玉
県
立
嵐
山

特
別
支
援
学
校(

知
的)

に
通
う
お
子

さ
ん
は
、
障
害
の
特
性
だ
け
で
な
く
、

家
庭
環
境
や
就
学
前
療
育
の
状
況
も

様
々
で
あ
る
。
入
学
・
転
入
し
た
時
点

で
は
、
自
食
の
構
え
も
儘
な
ら
な
か
っ

た
り
、
著
し
い
偏
食
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん
も
い
る
が
、
お
子
さ
ん
自
身
の
環

境
適
応
力
と
、
担
任
の
先
生
方
の
熱
心

な
食
事
指
導
で
、
徐
々
に
改
善
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
一
方
、
自

食
で
き
て
い
る
お
子
さ
ん
の
中
に
も
、

周
囲
の
大
人
の
関
わ
り
方
次
第
で
も
う

少
し
上
手
な
食
べ
方
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

今
回
は
、
お
子
さ
ん
方
の
食
事
や
歯

磨
き
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
広

さ
や
教
員
配
置
な
ど
の
制
約
が
あ
る
中

で
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
手
作
り

の
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ
教
材
も
ご
紹
介
さ
れ

た
。食

事
は
、
心
身
の
発
達
を
支
え
る
と

胃
瘻
の
管
理
や
経
口
摂
取
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
は
か
る
上
で
、
今
後
の
摂
食
嚥

下
障
害
へ
の
取
り
組
み
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
行
く
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。

だ
と
の
認
識
を
持
ち
、
訓
練
法
の
一
部

と
し
て
嚥
下
に
か
か
わ
る
筋
の
役
割
と

運
動
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
筋
の
触
察
、

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
の

重
要
性
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
施
前
と
後

の
効
果
を
客
観
的
評
価
が
重
要
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
。
実
際
の
訓
練
実
施
の
際

に
は
リ
ス
ク
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
多
職
種
の
専
門
の
先
生
方
の
指
示

を
仰
ぎ
、
環
境
調
整
を
含
め
安
全
に
行

い
摂
食
嚥
下
訓
練
の
可
能
性
探
り
根
拠

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

話
さ
れ
た
。
嚥
下
に
関
与
す
る
筋
の
触

察
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
刺
激
入
力
の
重

要
性
を
再
確
認
し
て
頂
き
た
く
こ
の
ス

ラ
イ
ド
を
掲
載
す
る
。（
右
図
）

【
コ
メ
ン
ト
】

こ
の
こ
と
に
対
す
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
本
研
究
会
の
大
渡
専
務
理
事

コメント
内田　淳先生

維
持
期
の
患
者
は
、
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
方
、
全
身
の

運
動
機
能
低
下
、
関
節
拘
縮
、
指
示
入

力
が
困
難
な
方
に
何
を
支
援
で
き
る

か
。
ま
た
、
評
価
・
訓
練
の
考
え
方
を

大
切
に
し
、
臨
床
に
臨
む
こ
と
が
必
要

郷
と
い
う
知
的
障
害
者
施
設
で
診
療
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
知
的
障
害
者
施
設

に
お
い
て
も
摂
食
嚥
下
と
い
う
問
題

は
、
対
象
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
非
常

に
問
題
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
摂
食
嚥

下
障
害
は
成
人
と
な
っ
て
固
定
化
し
、

窒
息
、
誤
嚥
、
習
癖
（
嚥
下
癖
）
等
か

ら
問
題
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

今
回
の
講
演
の
特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
症
例
の
よ
う
に
、
早
い
段
階
、
す
な

わ
ち
低
年
齢
に
お
け
る
発
達
、
学
習
の

段
階
か
ら
介
入
（
介
助
）
す
れ
ば
良
い

と
感
じ
て
い
る
。
対
応
と
課
題
や
、
そ

の
問
題
点
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
明
確
に

し
て
、
関
係
者
が
情
報
を
共
有
し
て
摂

食
嚥
下
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
必
要
と
考
え
る
。」
と
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
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よ
り
、
口
腔
内
圧
の
低
下
は
次
の
３
つ

が
主
た
る
原
因
で
、
ま
た
、
そ
の
解
決

策
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

１
、
口
唇
の
力
が
弱
る
こ
と
に
よ
る
口

唇
閉
鎖
の
困
難
さ

加
齢
、
体
力
の
減
少
に
伴
い
、
口
唇

の
力
が
落
ち
る
こ
と
に
よ
り
、
口
唇
閉

鎖
が
困
難
に
な
る
。
口
唇
閉
鎖
が
で
き

な
い
場
合
の
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
、「
イ

ー
」
と
発
声
さ
せ
て
口
唇
を
横
に
引
く

運
動
、「
ウ
ー
」
と
発
声
さ
せ
て
口
唇

を
突
出
さ
せ
る
運
動
を
行
な
う
。
次
に

頬
を
膨
ら
ま
せ
る
、
へ
こ
ま
せ
る
運
動

を
行
な
う
。
ま
た
、
器
具
（
ラ
ビ
リ
ン

ト
レ
ー
ナ
ー
）
を
使
う
方
法
が
あ
る
。

入
れ
歯
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
口
唇

の
力
が
高
ま
り
、
口
腔
内
圧
が
高
ま
る
。

下
顎
の
顎
堤
の
な
い
無
歯
顎
の
時
は
入

れ
歯
が
難
し
い
の
で
、
嚥
下
補
助
床
を

用
い
る
と
成
功
率
が
高
い
。

２
、
舌
運
動
、
舌
圧
の
低
下
に
よ
り
食

物
の
送
り
込
み
が
で
き
な
い
。

脳
梗
塞
等
の
後
遺
症
に
よ
り
舌
の
動

き
が
悪
く
な
り
、
話
す
こ
と
う
ま
く
い

か
な
い
、
食
物
が
の
ど
に
送
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
舌
接
触
補
助

床
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
が
有
効
で
あ
る
。

症
の
厚
み
を
そ
の
人
に
会
っ
た
も
の

を
製
作
す
る
に
は
Ｄ
－
ソ
フ
ト
な
ど
の

軟
性
裏
装
剤
を
使
い
、
舌
の
動
き
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
舌
運
動
、

舌
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

３
、
鼻
咽
腔
閉
鎖
不
全

脳
梗
塞
後
遺
症
等
に
よ
る
鼻
咽
腔
不

全
が
あ
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
。
特

徴
と
し
て
呼
気
の
漏
れ
（
開
鼻
音
）
が

あ
る
。
間
接
訓
練
と
し
て
、
ア
イ
ス
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ
訓
練
、
舌

前
方
保
持
嚥
下
訓
練
を
行
う
。
軟
口
蓋

拳
上
装
置
（
Ｐ
Ｌ
Ｐ
）
を
用
い
る
と
効

果
が
あ
る
。
無
歯
顎
の
場
合
、
阪
大
式

の
Ｐ
Ｌ
Ｐ
を
用
い
、
少
し
ず
つ
床
を
伸

ば
す
と
そ
の
人
に
合
っ
た
Ｐ
Ｌ
Ｐ
が
で

き
る
。

続
い
て
磯
野
先
生
よ
り
も
う
一
つ
の

発
表
と
し
て
「
（
２
）
茨
城
県
で
行
わ

れ
て
い
る
多
職
種
連
携
」
と
い
う
演
題

で
お
話
が
あ
っ
た
。

H
IM
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R
C

(H
itach

i
M
ed
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R
eh
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C
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と
い
う
勉
強
会
が

あ
り
、
多
く
の
職
種
間
で
連
携
を
行
っ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

そ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
埼

玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会
理
事
の
中
里
先

コメント
中里　義博先生

コメント
大渡　廣信先生

生
よ
り
「
本
講
演
は
言
語
聴
覚
士
が
主

体
と
な
り
歯
科
医
師
会
を
始
め
と
し
た

地
域
で
の
医
療
連
携
を
発
表
さ
れ
て
い

た
が
、
連
携
は
４
輪
駆
動
車
に
例
え
ら

れ
る
。
越
谷
市
で
は
数
年
前
か
ら
「
医

療
と
介
護
の
連
携
の
会
」
が
運
営
さ
れ

て
歯
科
医
師
会
も
参
加
し
て
い
る
。
越

谷
市
高
齢
介
護
課
で
は
、
地
域
包
括
推

進
会
議
を
立
ち
上
げ
来
年
度
か
ら
中
核

市
と
し
て
保
健
所
開
設
も
控
え
て
、
地

域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
力
し
て

い
る
。
会
議
は
医
師
会
・
歯
科
医
師

会
・
薬
剤
師
会
・
訪
問
看
護
ST
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
特
養
・
老
健
・
居
宅
介

護
事
業
所
・
病
院
関
係
者
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
参
加
し
て
い

る
、
ぜ
ひ
こ
こ
に
も
言
語
聴
覚
士
の
参

加
を
求
め
た
い
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。

今
回
の
症
例
検
討
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
不
具
合
が
あ
り
、
多
く
の
先
生

が
話
さ
れ
る
中
で
、
不
慮
の
事
態
に
も

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
た
。



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成27年２月８日（日）

場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

第21回 講 演 会

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料

　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

　　　メインテーマ：『食べる』を支える連携　―看護師の立場から―

　　　コーディネーター：埼玉県摂食・嚥下研究会理事　大前　由紀雄

（１）パネリストプレゼンテーション

 ①急性期病院における多職種連携「超急性期から取り組む摂食嚥下リハビリテーション」

　　　　　　　　　　　　　　　越谷市立病院摂食・嚥下障害看護認定看護師　奥田　朋子

 ②急性期病院から回復期リハビリ病院への連携「摂食嚥下障害看護の認定継続を目指して」

　　　　　　　　　　　　さいたま赤十字病院摂食・嚥下障害看護認定看護師　矢野　聡子

 ③回復期病院から在宅への連携「退院後も安全に口から食べるために」

　　　　　戸田中央リハビリテーション病院摂食・嚥下障害看護認定看護師　兼本　佐和子

（２）パネルディスカッション

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：１月30日（金）

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

パネルディスカッション

演題：仮題

　歯科のない病院での口腔ケアチームの活動「口腔ケア・摂食嚥下リハビリについて」

講師：財団法人山梨厚生会 塩山市民病院 内科 副院長 多和田　眞人 

特別講演


